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神郷校区の人口 
人 口 10,181人 
（男）   4,860人 
（女）   5,321人 
世帯数   4,479世帯 
平成 25年 12月末現在 
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地
域
主
体
の
集
会
と
し
て
平
成
２６
年
度
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
を
開
催
し
、
市
長
を
交
え
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

《
今
年
の
内
容
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１
市
政
の
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に
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い
て
説
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２
過
去
の
主
要
な
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域
課
題
の
状
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報
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３
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合
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治
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政
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４
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６
月
１５
日
神
郷
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
３
世
代
交
流
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
梅
雨
入
り
し
た

と
こ
ろ
で
お
天
気
が
心
配
で
し
た
が
、
幸
い
に
も
好
天
気

の
中
、
子
ど
も
大
人
も
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。
お
世
話
下
さ
っ
た
体
振
役
員
の
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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一
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の
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※
原
則
毎
月
４
日
に
公
民
館
に
お
い
て
運
営
審
議
会
を
開
催
し
、
神
郷
校

区
の
各
事
業
の
内
容
・
日
程
調
整
や
事
業
方
針
等
を
審
議
し
て
い
ま
す
。 
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江 戸 時 代 郷 土 の 俳 人 小 野 榎 堂 と 奇 丈 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

田の上大師堂境内に、江戸時代の郷土の俳人小野奇丈の句碑

があります。奇丈は、本名を彦助といい、寛政１１年（1799）

に松神子村庄屋小野（榎の本）の分家良祐の長男に生まれ、明

治１２年８１歳の生涯を閉じるまで俳句の道にいそしみまし

た。元来小野家には風流人が多く、寛政７年に小林一茶が小野

本家を訪ね句会を開いて以来、小野一族に俳諧を志すものがい

て、相次いて俳壇に躍り出るものが多かったと言われておりま

す。 

 室町時代末期に連歌の変形した「俳諧」が世に生まれ、江戸

時代になって大衆文芸の主流となりましたが、明治以降は「俳

句」と呼ぶようになり盛んとなりました。新居浜地方の俳壇の

発祥は西条城下町の家中でありましたが、城下町を中心に地方

にも流行を見ました。この地方の俳諧史について要点をまとめ

てみます。 

 寛政・享和の俳壇  

元禄時代に俳聖芭蕉が世に出て俳風を一新して、蕉風の天下

を確立しました。この地方においては、銅山の一派が進出した

ほか、村々の庄屋富豪もまた世の流れに沿って親しみ、寛政の

頃に至ってはそれぞれ俳匠を中心に地方俳団の組織が出来まし

た。このような中で、俳匠の地方行脚が頻繁に行われ、俳書も

版行され地方俳壇は一層活気を帯びました。この頃新居浜地方

の秀でる俳人の中に、田の上の榎堂（松神子村庄屋・小野周胤

の俳号）の名があります。寛政 7年（1795）俳匠小林一茶が伊

予を訪れた。帰路に、田の上の影香舎に泊まり、俳句をたしな

む小野一族と膝を交え、句会を開き親交を深めております。 

影香舎とは松神子村庄屋・小野周胤の妻イシ女の俳号で、小野

夫婦は俳趣味豊かでありました。 

文化・文政の俳壇  

この時代は、江戸時代文化の開化期。この頃から寺社への俳

諧奉納が競い起こりました。文化 7年（1810）一宮神社への 

奉納句額の時に、その世話人長老の中に榎堂の名が見受けられ

れます。榎堂は新居浜地方俳壇の重鎮の一人として活躍してい

います。 

天保・弘化の俳壇  

この時代の新居浜俳壇は、俳書の刊行、俳匠の地方行脚、寺

寺社献納句が盛んとなりました。この地方の俳人には、田の上

小野一族の俳人が多く名を連ねており、画中、羅月、三千丸、

夏暁、敬吾らがあいついで俳壇に躍り出ましたが、中でも特に

奇丈が優れていました。奇丈は幕末の俳人にも名を連ね活躍の

跡が見受けられますが、明治 12年に世を去っていいます。 

 
『社会を明るくする運動』神郷校区集会のご案内 

 毎年７月を強調月間として「社会を明るくする運動」が、

全国的に展開されています。これは、すべての国民が犯罪

や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深

め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のな

い明るい社会を築こうとする全国的な運動です。 

 今年、川東地区では、この運動を自らの運動としてとら

え、「犯罪の無い明るい地域社会」を築くため、下記の要領

で神郷校区集会を開催する運びとなりました。 

 何かとご多忙とは存じますが、万障お繰り合わせの上多

数ご参加下さいますようご案内申し上げます。 

日時 ７月１７日（木） １９:００～２１:００ 

場所 神郷公民館 ２階 大会議室 

内容 ビデオ上映 

 神郷小学校児童の作文、標語の発表 

 講演「少年非行の現状と問題点」警察署生活安全課長他 

川東中学校区人権・同和教育懇談会運営委員会より 

地区別人権・同和教育懇談会の開催について 
  １、日 程  

 7月 3日（木）19:30～21:00  

 西楠崎自治会館・松神子自治会館・田の上自治会館 

 散田自治会館・多喜浜公民館・大島教育集会所 

 7月４日（金）19:30～21:00  

 又野自治会館・松神子団地自治会館・神郷公民館 

 垣生公民館・山端自治会館・町自治会館 

 ２、内 容 

 人権啓発ビデオ「桃香の自由帳」の視聴を通して、人と

人とが寄り添い、共に生きる温かな世界とは何かを考えて

いきたいと思います。 

※お住まいの地区の公民館・自治会館にこだわらず、日程

の都合のよい会場を選んでご参加下さい。 

 

  

 

７月(文月)の行事予定   
 
１日（火）19:00～  環境美化部会      神郷公民館 
４日（金）19:00～  運審会・夏祭り小委員会 〃 
     13:30～  見守り推進委員会    〃 
5日（土）17:00～  サマーレクレーション神郷幼稚園 
6日（日） 8:00～  手みやげ事業    神郷公民館    

校区レクバレー大会 川東中学校  
7日（月）10:00～  子育てサロン    神郷公民館 

19:00～  健全育成部会      〃 
19:00～   老人クラブ会長会    〃 

１４日（月）10:00～  読み聞かせ反省会    〃 
      19:00～  民協定例会       〃 
１５日（火）10:00～  高齢者講座       〃 
      19:30～  交通安全協会支部会   〃 
１６日（水） 8:30～  食生活改善推進協議会神郷支部  〃 
１８日（金）19:00～  夏祭り全大会       〃 
２３日（水）     健全育成部そうめん流し神郷幼稚園 
２８日（月）19:30～   連合自治会長会      神郷公民館 
２９日（火）19:00～  まちづくり校区懇談会     〃 

 

 

昔
こ
の 

道
草
を
し
つ 

春
の
月  

    ありがとうございました 

神郷 2 丁目にお住まいの大橋八州雄さんが「むかしむかし

絵本」や「全国の民話集」など貴重な本をたくさん公民館の

図書室に寄贈して下さいました。 

 


